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16. フタバガキ科樹木の環境適応性の解明

〔要約〕 東南アジア降雨林の優占樹種，フタバガキ幼樹の直達光下での枯損原因は， 樹体内の通

水機能が低 く，蒸散量調節のため 日中気孔閉鎖し，光合成能が極端に低下すること によること を

解明し た。
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〔背景・ねらい〕

東南アジア降雨林地帯では荒廃 ．劣化林地の再造林か近年急速に進んでいる。アカシア， ューカ

リ等の外来早生樹が中心で，有用材を供給する地元産樹種は低い環境適応能力 と遅い初期成長のた

め造林が進んでいない。特に数100種存在する優占樹種，フタバガキは幼樹段階で直達光下での枯損

割合が極めて高く ，造林は困難である。造林を可能にするためには低い環境適応性を 引き起こす生

理的要因の解明が必須で，この研究では照度 ・乾燥（蒸散） ・光合成という 3要因に着目 し， 因果関

係を解析し た。

〔研究の内容•特徴〕

マレイシア森林研究所 (FRIM)と共同で天然林，列状造林地及び苗畑で研究を進めた。様々な立

地に植えられたフタバガキ若木と天然林内成木の光合成，蒸散，気孔反応，水ボテンシャル等の日

変化を測定 し， 環境条件 と生理過程との関係を解析した。対比植物 として適応能力の高いアカシア

を選び，問題点を浮き彫りに した。

1. フタバガキではしおれを起こす水ポテンシャルがきわめて高 く（図 1)'耐乾性は低い。しかし，

なかでも苗畑育成幼樹よ り天然生幼樹，または乾性立地種で相対的に高い乾燥耐性を示 した。

2. 光合成の温度適応域は高標高立地種と乾燥立地種で広いことが判明した。

. 3. 直達光下では急速な気孔閉鎖か起こ り， そのため日 中の光合成が低下 したか，この傾向は高い

木でより顕著であ った。フタバガキではアカシアに比し水分通導性が低く ，かつ高木では根から

の距離が大きいためさらに低くなり ，蒸散に対する水の供給が遅れがちであった（図 2)。このこ

とがフタバガキの低い環境適応性の主要因の一つと判定した。

4. 一方対照種アカシアでは土壌から葉までの水分通導性が高く ，蒸散で消費された水分を速やか

に供給でき ，日中の気孔コ ンダクタンスを高く維持でき（図 2)'光合成の低下も起こらなかった。

5. 以上の結果，天然林の更新には地域の水分環境を維持できる択伐ー天然更新法の適用が適切で，

補正造林にも尾根や高地立地種の導入が適切 と判定 した。

〔成果の活用面・留意点〕

従来，フタバガキの初期の成長抑制 ・枯損は強い光条件が原因とされていた定説を覆 し， 低い乾

燥耐性が原因で， しかも樹種間に水分生理反応に違いがある ことが解明された。この成果は今後の

フタバガキの造林技術の開発に活用できる。

〔具体的データ〕
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図2 フタパガキの蒸散速度は水ポテン

シャルの低下とともに急速に減少

し，低い水分通導性を示す。一方，

アカシアでは水ポテンシャルの急

激な減少はなく水分通導性が高い

ことが証明されている。また，照

度の高い16列伐採区と低い 4列区

との間に水分通導性の大きな違い

はなく ，光の環境適応性に与える

影響は小さい。
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図 1 水ポテンシャルの絶対値は高いほどし

おれ難く，乾燥耐性種のクロマツに比

ペ，フタバガキのポテンシャルが低い。
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